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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の間仕切りユニットを床から立ち上げて配置し、各間仕切りユニットのユニット上
部及びユニット下部を前記床及び天井に着脱自在に固定する可動間仕切りの取り付け構造
において、
　可動間仕切りを配置すべき前記天井に埋設したナット部材に、係合部材に設けた雄ねじ
部を螺合し、可動間仕切りを配置すべき前記床上に床固定部を配設し、この床固定部上で
立ち上げた間仕切りユニットを上昇させていき、前記間仕切りユニットのユニット上部に
設けた凹部に前記係合部材を嵌め込み、前記間仕切りユニットのユニット上部の振れが防
止された状態で、前記間仕切りユニットのユニット上部及びユニット下部を固定すること
を特徴とする可動間仕切りの取り付け構造。
【請求項２】
　前記床固定部を、横断面Ｌ字形状を有して前記床に配置した第１の幅木ランナにより構
成するとともに、この第１の幅木ランナを、前記床に埋設したナット部材にボルト止めし
、この第１の幅木ランナの前記床に当接する水平部上にユニット高さ調整部を配設し、こ
のユニット高さ調整部で前記間仕切りユニットを所定の高さまで上昇して支持するととも
に、前記第１の幅木ランナとで前記間仕切りユニットの下端の両側面を覆うように、横断
面Ｌ字形状の第２の幅木ランナを、前記第１の幅木ランナに沿う位置に着脱自在に配設し
たことを特徴とする請求項１記載の可動間仕切りの取り付け構造。
【請求項３】
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　前記床固定部を、可動間仕切りを配置すべき床に所定間隔をあけた複数の位置に配置し
た小型のブロック体により構成するとともに、これらブロック体を、前記床に埋設したナ
ット部材にボルト止めし、これらブロック体の上部にユニット高さ調整部を配設し、この
ユニット高さ調整部で前記間仕切りユニットを所定の高さまで上昇して支持するとともに
、前記ブロック体の側面に、前記間仕切りユニットの下端の両側面を覆うことが可能な幅
木を着脱自在に配設したことを特徴とする請求項１記載の可動間仕切りの取り付け構造。
【請求項４】
　前記係合部材を、先端部が前記凹部の内部幅より小さい寸法とし、基端側に向かうにテ
ーパ状に寸法が徐々に増大して前記凹部の内部幅より大きい寸法とした楔部材により構成
したことを特徴とする請求項１乃至３の何れかに記載の可動間仕切りの取り付け構造。
【請求項５】
　複数の間仕切りユニットを床から立ち上げて配置し、各間仕切りユニットのユニット上
部及びユニット下部を前記床及び天井に着脱自在に固定する可動間仕切りの取り付け構造
において、
　前記天井に凹部を設けておくとともに、前記凹部の内部に前記凹部の開口部を塞ぐ閉塞
板を配設しておき、可動間仕切りを配置すべき前記床上に床固定部を配設し、この床固定
部上で立ち上げた間仕切りユニットを上昇させていき、前記間仕切りユニットの上端に凸
設した振れ止め部材で前記閉塞板を押し上げつつ前記振れ止め部材を前記凹部に入り込ま
せ、前記間仕切りユニットのユニット上部の振れが防止された状態で、前記間仕切りユニ
ットのユニット上部及びユニット下部を固定することを特徴とする可動間仕切りの取り付
け構造。
【請求項６】
　前記天井及び床への固定が完了した第１の間仕切りユニットに対して、隣接配置した第
２の間仕切りユニットを上昇させていくと、パネルどうしが点接触状態で噛み合う隣接パ
ネル固定手段を設け、前記隣接パネル固定手段を、第２の間仕切りユニットの固定面から
軸を介して突出している円板形状の係合部と、第１の間仕切りユニットの固定面に上下方
向に連続して形成した第１凹部及び第２凹部とで構成し、前記第１凹部は、底面と開口部
とを同一の面積にして前記係合部が開口部側から入り込むのを可能とし、前記第２凹部は
、内面が傾斜した傾斜部を周囲に設けて底面より開口部の面積を小さくした形状としてお
り、前記第２の間仕切りユニットを上昇させると、前記第１凹部内に位置していた前記係
合部が上方に移動して前記第２凹部内に位置し、前記係合部の一部が前記傾斜部の内面と
点接触状態で係合する構造とするとともに、前記係合部を、前記第２の間仕切りユニット
の固定面からの突出量が変化できるように配設したことを特徴とする請求項１乃至５の何
れかに記載の可動間仕切りの取り付け構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、数カ月単位、或いは数年単位で移動することができる可動間仕切りの取り付
け構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、住居の住まい方が、住む人のライフサイクルに合わせて住み替えるといったタイプ
から、定住タイプに変化してきている。すなわち、家族構成の変化や子供の成長などのラ
イフサイクルの節目毎に、住居の間取りを替えたいという要求が出ている。
【０００３】
住宅の間取りを自在に変更可能な方法としては、例えば、居住空間に配置した突っ張り固
定方式、或いはスライド方式の可動間仕切りを位置替えして現在の間取りを変える方法が
ある。
図２４及び図２５は、突っ張り固定方式の可動間仕切りを示すものである。
この可動式間仕切りは、複数の矩形板状の間仕切りパネル２により構成されており、それ
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ぞれのパネル２が、床４及び天井材６の間で突っ張った状態で立ち上がりながらパネル２
どうしを列状に配置することにより構成されている。
【０００４】
すなわち、図２４に示すように、間仕切りを配置すべき床４上には、滑り止め部材８を下
部に配置した設けたネジ式の突張り機構１０が配設されている。
この突張り機構１０上に間仕切りパネル２を載せ、突張り機構１０の作動により間仕切り
パネル２を上方移動させて天井材６に突っ張り力を与えることで、間仕切りパネル２が床
４及び天井材６の間に立ち上がるようにしている。なお、符号１２は、間仕切りパネル２
の上端及び天井材６の間に介在する滑り止め部材である。
【０００５】
ここで、間仕切りが配置される天井材６の裏側には、天井材６が突っ張り力に対して反力
を発生するように補強下地１４が配設されている。
また、隣接する間仕切りパネル２、２どうしを列状に配置する際には、図２５に示すよう
に、一方のパネル２の側端面に設けた凹部に、他方のパネル２の側端面に設けた凸部を挿
入する。その際、互いのパネル２、２の接合部に縦目地が発生するが、その縦目地の縁部
に当接して縦目地内に入り込むように、横断面ハット形状の押縁１４が配設されている。
【０００６】
また、スライド方式の可動間仕切りは、図示しないが、間仕切りを配置すべき天井にレー
ルを配置し、このレールに各間仕切りパネルを吊り下げてスライド移動し、列状に配置す
ることにより構成されている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、図２４で示した突っ張り固定方式の可動間仕切りは、補強下地８を配設した場所
にしか間仕切りパネル２を配置することができないという課題がある。また、突張り機構
１０による天井材６への突っ張り力の加減が難しく、その力が不足すると間仕切りパネル
２が倒れるおそれがあり、逆に力が強過ぎると天井材６や補強下地８に過大な荷重を作用
させることになる。そのため、前記突っ張り方式の可動式間仕切りは、専門の作業者が間
仕切りの配置替えを行っているのが現状である。また、天井材６や床４のクリープ変形に
より間仕切りパネル２がはずれたり、間仕切りパネル２に過大な力が入力して変形するこ
とがある。さらには、天井材６と床４との平行誤差から間仕切りパネル２が斜めに設置さ
れることが多く、その際、隣の間仕切りパネル２との接合部の縦目地の幅が上下で異なっ
てしまう場合がある。このように縦目地の幅が上下で異なった場合には、縦目地の最大幅
よりつば部の幅Ｈが大きい押縁１６を使用しなければならない。
【０００８】
また、スライド方式の可動間仕切りは、天井に配置したレール部分が室内に目立つので、
意匠的に問題がある。
本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、天井補強材等の特別な補強工事を必要と
せず、安全に、しかも簡単に素人でも組み立てることが可能な可動間仕切りの取り付け構
造を提供することを目的としている。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために、請求項１記載の発明は、複数の間仕切りユニットを床から
立ち上げて配置し、各間仕切りユニットのユニット上部及びユニット下部を前記床及び天
井に着脱自在に固定する可動間仕切りの取り付け構造において、可動間仕切りを配置すべ
き前記天井に埋設したナット部材に、係合部材に設けた雄ねじ部を螺合し、可動間仕切り
を配置すべき前記床上に床固定部を配設し、この床固定部上で立ち上げた間仕切りユニッ
トを上昇させていき、前記間仕切りユニットのユニット上部に設けた凹部に前記係合部材
を嵌め込み、前記間仕切りユニットのユニット上部の振れが防止された状態で、前記間仕
切りユニットのユニット上部及びユニット下部を固定するようにした。
【００１０】
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　また、請求項２記載の発明は、請求項１記載の発明において、前記床固定部を、横断面
Ｌ字形状を有して前記床に配置した第１の幅木ランナにより構成するとともに、この第１
の幅木ランナを、前記床に埋設したナット部材にボルト止めし、この第１の幅木ランナの
前記床に当接する水平部上にユニット高さ調整部を配設し、このユニット高さ調整部で前
記間仕切りユニットを所定の高さまで上昇して支持するとともに、前記第１の幅木ランナ
とで前記間仕切りユニットの下端の両側面を覆うように、横断面Ｌ字形状の第２の幅木ラ
ンナを、前記第１の幅木ランナに沿う位置に着脱自在に配設した。
【００１１】
　また、請求項３記載の発明は、請求項１記載の発明において、　前記床固定部を、可動
間仕切りを配置すべき床に所定間隔をあけた複数の位置に配置した小型のブロック体によ
り構成するとともに、これらブロック体を、前記床に埋設したナット部材にボルト止めし
、これらブロック体の上部にユニット高さ調整部を配設し、このユニット高さ調整部で前
記間仕切りユニットを所定の高さまで上昇して支持するとともに、前記ブロック体の側面
に、前記間仕切りユニットの下端の両側面を覆うことが可能な幅木を着脱自在に配設した
。
【００１３】
　また、請求項４記載の発明は、請求項１乃至３の何れかに記載の発明において、前記係
合部材を、先端部が前記凹部の内部幅より小さい寸法とし、基端側に向かうにテーパ状に
寸法が徐々に増大して前記凹部の内部幅より大きい寸法とした楔部材により構成した。
　また、請求項５記載の発明は、複数の間仕切りユニットを床から立ち上げて配置し、各
間仕切りユニットのユニット上部及びユニット下部を前記床及び天井に着脱自在に固定す
る可動間仕切りの取り付け構造において、前記天井に凹部を設けておくとともに、前記凹
部の内部に前記凹部の開口部を塞ぐ閉塞板を配設しておき、可動間仕切りを配置すべき前
記床上に床固定部を配設し、この床固定部上で立ち上げた間仕切りユニットを上昇させて
いき、前記間仕切りユニットの上端に凸設した振れ止め部材で前記閉塞板を押し上げつつ
前記振れ止め部材を前記凹部に入り込ませ、前記間仕切りユニットのユニット上部の振れ
が防止された状態で、前記間仕切りユニットのユニット上部及びユニット下部を固定する
ようにした。
　さらに、請求項６記載の発明は、請求項１乃至５の何れかに記載の発明において、前記
天井及び床への固定が完了した第１の間仕切りユニットに対して、隣接配置した第２の間
仕切りユニットを上昇させていくと、パネルどうしが点接触状態で噛み合う隣接パネル固
定手段を設け、前記隣接パネル固定手段を、第２の間仕切りユニットの固定面から軸を介
して突出している円板形状の係合部と、第１の間仕切りユニットの固定面に上下方向に連
続して形成した第１凹部及び第２凹部とで構成し、前記第１凹部は、底面と開口部とを同
一の面積にして前記係合部が開口部側から入り込むのを可能とし、前記第２凹部は、内面
が傾斜した傾斜部を周囲に設けて底面より開口部の面積を小さくした形状としており、前
記第２の間仕切りユニットを上昇させると、前記第１凹部内に位置していた前記係合部が
上方に移動して前記第２凹部内に位置し、前記係合部の一部が前記傾斜部の内面と点接触
状態で係合する構造とするとともに、前記係合部を、前記第２の間仕切りユニットの固定
面からの突出量が変化できるように配設した。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の可動間仕切りの取り付け構造に係る実施形態を図面を参照して説明する。
図１から図１２は、第１実施形態の可動間仕切りの取り付け構造を示すものである。すな
わち、図１及び図２は間仕切りユニット２０及び天井の取り付け構造、図３から図６は間
仕切りユニット２０と床３６の取り付け構造、図７から図１２は隣接配置した可動間仕切
りユニット２０どうしの取り付け構造である。
【００１５】
先ず、図１及び図２を参照して間仕切りユニット２０及び天井２２の取り付け構造を説明
する。
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図１に示すように、天井２２は、天井板２４が吊り部材（図示せず）を介して天井裏から
吊り下げ保持されているとともに、天井板２４の裏面に天井下地材２６が縦横に配置され
ている。また、天井板２４には、天井下地材２６まで貫通する複数のナット部材２８が埋
め込まれている。そして、可動間仕切りを配置する位置に埋設されている複数のナット部
材２８に、くさび部材３０が装着されている。
【００１６】
このくさび部材３０は、ナット部材２８の雌ねじ部に螺合する雄ねじ部３０ａと、雄ねじ
部３０ａの基端部に一体形成した矩形板状の鍔部３０ｂと、この鍔部３０ｂに固着してい
る楔部３０ｃとで構成されている。楔部３０ｃは、先端部の板厚Ｗ1 が基端部の板厚Ｗ2 

より小さいテーパ状に形成されている（Ｗ1 ＜Ｗ2 ）。
【００１７】
また、間仕切りユニット２０の天端２０ａには、前述した楔部３０ｃの短尺方向の開口寸
法Ｍ2 を楔部１２ｃの基端部の板厚Ｗ2 より僅かに大きく設定し、楔部３０ｃの長さと略
同一の深さに設定した長溝３２が形成されている（Ｍ2 ＞Ｗ2 ）。
さらに、天端２０ａの長手方向と天井板２４との間には、長尺な弾性部材３４が配設され
ている。
【００１８】
ここで、間仕切りユニット２０を天井２２に固定する際には、間仕切りユニット２０の長
溝３２内に、天井２２から下方に突出している楔部３０ｃの先端部のみを挿入する。そし
て、図１に示すように、楔部３０ｃの先端部のみを挿入している天井２２と天端２０ａと
の距離Ｈ1 よりさらに短い距離Ｈ2 となるように間仕切りユニット２０を上昇させると、
楔部３０ｃの基端部が長溝３２内に入り込み、間仕切りユニット２０の天井板２４に対す
る振れ止めが行われる。そして、この際、天端２０ａと天井板２４との間で弾性部材３４
も押し潰されるので、天井２２と間仕切りユニット２０との間の隙間が閉塞される。
【００１９】
なお、くさび部材３０を装着しない（今回の可動間仕切りのセットに使用しない）ナット
部材２８には、ナット部材２８の埋め込み位置を隠すようにキャップ部材（図示せず）が
装着されている。
ここで、くさび部材３０及び長溝３２が本発明の天井固定部に相当し、くさび部材３０が
本発明の係合部材に相当している。
【００２０】
次に、図３から図６を参照して間仕切りユニット２０及び床３６の取り付け構造を説明す
る。
図３に示すように、床３６には複数のナット部材３８が埋め込まれており、可動間仕切り
を配置すべき床３６に埋め込まれているナット部材３８を使用して横断面Ｌ字形状の長尺
な第１の幅木ランナ４０がボルト止めされている。また、第１の幅木ランナ４０上にセッ
トした高さ調整装置４２に、間仕切りユニット２０が高さ調整自在に支持されている。そ
して、間仕切りユニット２０の下端面に装着したピン４６に横断面Ｌ字形状の長尺な第２
の幅木ランナ４４が係合し、この第２の幅木ランナ４４と、前述した第１の幅木ランナ４
０とで間仕切りユニット２０の下端側面を覆っている。
【００２１】
第１の幅木ランナ４０は、図５に示すように、床３６に当接する水平部４０ａの上面に、
凹条４０ｂが長手方向に沿って連続して形成され、その凹条４０ｂの途中に固定ボルト貫
通孔４０ｃが形成されており、この固定ボルト貫通孔４０ｃを貫通した固定ボルトがナッ
ト部材３８に螺合することにより、床３６上に第１の幅木ランナ４０が固定されている。
そして、図３に示すように、凹条４０ｂに高さ調整装置４２のボルト頭部が入り込んでい
る。
【００２２】
高さ調整装置４２は、間仕切りユニット２０の下端面に埋設されている調整ナット４２ａ
と、この調整ナット４２ａにねじ部が螺合し、ボルト頭部が調整ナット４２ａの下方に位
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置している調整ボルト４２ｂとで構成されている。そして、図４に示すように、調整ボル
ト４２ｂを回転してそのボルト頭部と調整ナット４２ｂとの間の距離を増大すると、ボル
ト頭部と間仕切りユニット２０の下端面との間の距離が増大する。
【００２３】
第２の幅木ランナ４４は、図５に示すように、床３６に当接する水平部４４ａに、平面視
Ｌ字状の切り欠き４４ｂが形成されている。そして、図６に示すように、上昇した間仕切
りユニット２０の下端面に、ピン４６を下方に向けて突出するように装着した後、第２の
幅木ランナ４４を間仕切りユニット２０の幅方向Ｅ1 に移動し、ピン４６をきり欠き４４
ｂの先端部に係合し、さらに第２の幅木ランナ４４を間仕切りユニット２０の長手方向Ｅ

2 に移動し、ピン４６をきり欠き４４ｂの後端部に係合して第２の幅木ランナ４４を間仕
切りユニット２０に固定する。
【００２４】
また、図４に示すように、間仕切りユニット２０が高さＨ2 まで上昇すると、天井２２に
装着したくさび部材３０の楔部３０ｃの基端部が、間仕切りユニット２０の長溝３２内に
入り込み、間仕切りユニット２０の天井板２４に対する振れ止めが行われる。
なお、第１の幅木ランナ４０を装着しない（今回の可動間仕切りのセットに使用しない）
ナット部材３８には、ナット部材２８の埋め込み位置を隠すようにキャップ部材４８が装
着されている。
【００２５】
ここで、第１の幅木ランナ４０が本発明の床固定部に相当し、高さ調整装置４２が本発明
のユニット高さ調整部に相当している。
次に、図７から図１２を参照して隣接配置した間仕切りユニットどうしの取り付け構造を
説明する。
図７及び図８は、一方の間仕切りユニット２０Ａの側端面２０ｂの形状を示すものである
。この側端面２０ｂにはナット部材５０が埋め込まれており、このナット部材５０にユニ
ット連結部材５２が装着されている。
【００２６】
ユニット連結部材５２は、ナット部材５０に螺合する雄ねじ部５２ａと、この雄ねじ部５
２ａの一端に固着した円板形状の係合部５２ｂとで構成されており、ナット部材５０に対
して雄ねじ部５２ａのねじ込み量を変化させると、側端面２０ｂと係合部５２ｂとの間の
距離、即ち、突出量Ｔ1 が変化する。
また、図９から図１１は、一方の間仕切りユニット２０Ａに連結する他方の間仕切りユニ
ット２０Ｂの側端面２０ｂの形状を示すものである。
【００２７】
この側端面２０ｂには、第１凹部５４及び第２凹部５６が上下方向に連続して形成されて
いる。
第１凹部５４は、図１１にも示すように、前記係合部５２ｂの側面形状（円形）の面積よ
り大きな面積の底面５４ａが外部から見えるように開口しているとともに、係合部５２ｂ
の厚さより大きな寸法の深さで凹んで形成されている。
【００２８】
また、第２凹部５６は、第１凹部５４の上部に連続して形成されており、第１凹部５４と
同一寸法の深さで凹み、第１凹部５４の底面５４ａと略同一面積の底面５６ａを有してい
るが、底面５６ａの左右縁部から立ち上がる傾斜部５６ｂ、５６ｃによって底面５６ａの
左右位置が外部から隠れるように第１凹部５４より小さな開口面積で開口している。なお
、傾斜部５６ｂ、５６ｃの内面は、図１０に示すように、底面５６ａから開口部に向かう
に従い下り傾斜を付けた傾斜面として形成されている。
【００２９】
ここで、他方の間仕切りユニット２０Ｂは、既に床３６及び天井２２への固定が完了した
ユニットとし、一方の間仕切りユニット２０Ａは、これから他方の間仕切りユニット２０
Ｂの側端部に連結するユニットとする。
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なお、ユニット連結部材５２、第１凹部５４及び第２凹部５６が、本発明の隣接パネル固
定手段に相当している。
【００３０】
そして、図９に示すように、他方の間仕切りユニット２０Ｂの第１凹部５４内にユニット
連結部材５２が位置するように、一方の間仕切りユニット２０Ａを配置する。そして、一
方の間仕切りユニット２０Ａを上方に移動すると、図１２に示すように、ユニット連結部
材５２の係合部５２ｂが第２凹部５６まで移動し、その際、係合部５２ｂが傾斜部５６ｂ
、５６ｃの内面に係合するので、一方の間仕切りユニット２０Ａ及び他方の間仕切りユニ
ット２０Ｂの側端面どうしが連結する。
【００３１】
ここで、一方の間仕切りユニット２０Ａ及び他方の間仕切りユニット２０Ｂの側端面どう
しの間にガタツキが生じているときには、係合部５２ｂと傾斜部５６ｂ、５６ｃの内面と
の間に隙間が発生しているので、ナット部材５０に対する雄ねじ部５２ａのねじ込み量を
変化させて係合部５２ｂの突出量Ｔ1 を小さく調整すると、ガタツキが生じなくなる。
【００３２】
次に、上述した第１実施形態の可動間仕切りの取り付け手順について、図１３及び図１４
を参照して説明する。なお、図１３は、可動間仕切りの取り付け位置を平面視で示し、図
１４は、可動間仕切りの取り付け位置を側面視で示しており、図１３及び図１４の同一の
アルファベットは、同一手順位置を示している。
先ず、符号（ａ）に示すように、可動間仕切りを配置すべき床３６に第１の幅木ランナ４
０を固定し、天井２２にくさび部材３０を配置するとともに、第１の幅木ランナ４０上に
間仕切りユニット２０Ｃを立ち上げた状態で載置する。
【００３３】
次いで、符号（ｂ）に示すように、間仕切りユニット２０Ｃを上方に移動して、この間仕
切りユニット２０Ｃの天端に形成した長溝３２に、くさび部材３０の楔部３０ｃを係合す
るとともに、間仕切りユニット２０Ｃの下端に配設した高さ調整装置４２の長さを調整し
、間仕切りユニット２０Ｃの天井２２及び床３６への取り付けを完了する。
【００３４】
次いで、符号（ｃ）に示すように、別の間仕切りユニット２０Ｄを第１の幅木ランナ４０
上に立ち上げ、第１の幅木ランナ４０の凹条４０ｂ内で高さ調整装置４２のボルト頭部を
スライド移動させながら、間仕切りユニット２０Ｄを間仕切りユニット２０Ｃ側に移動し
ていく。
そして、符号（ｄ）に示すように、間仕切りユニット２０Ｃ、２０Ｄの側端面どうしを当
接すると、間仕切りユニット２０Ｃの側端面に設けた第１凹部５４内に、間仕切りユニッ
ト２０Ｄの側端面から突出する係合部５２ｂが入り込む。
【００３５】
次いで、符号（ｅ）に示すように、間仕切りユニット２０Ｄを上方に移動して、間仕切り
ユニット２０Ｃの側端面に設けた第２凹部５４内に、間仕切りユニット２０Ｄの係合部５
２ｂを移動させる。これにより、係合部５２ｂが傾斜部５６ｂ、５６ｃの内面に係合する
ので、間仕切りユニット２０Ｃ、２０Ｄの側端面どうしが連結する。そして、間仕切りユ
ニット２０Ｄの上方移動により、間仕切りユニット２０Ｄの長溝３２にくさび部材３０の
楔部３０ｃが係合するので、間仕切りユニット２０Ｄの下端に配設した高さ調整装置４２
の長さを調整し、間仕切りユニット２０Ｃの天井２２及び床３６への取り付けを完了する
。
【００３６】
次いで、符号（ｆ）に示すように、間仕切りユニット２０Ｃ、２０Ｄの下端面に複数のピ
ン４６を装着し、このピン４６に第２の幅木ランナ４４の切り欠き４４ｂを係合させ、第
２の幅木ランナ４４を間仕切りユニット２０Ｃ、２０Ｄの下端側部に配置する。この（ａ
）～（ｆ）の手順を繰り返して可動間仕切りを配置していく。
【００３７】
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上述した第１実施形態の可動間仕切りの取り付け構造によると、間仕切りユニット２０Ａ
～２０Ｄの天端に長溝３２を設け、この長溝３２内に天井２２に配設したくさび部材３０
の楔部３０ｃを係合させてくさび作用で天井２２に固定しており、従来のような突っ張り
固定方式の可動間仕切りを採用していないので、補強下地等で天井板２４を補強する必要
がなくなる。
【００３８】
また、間仕切りユニット２０Ａ～２０Ｄの高さは、各ユニットの下端部に配設した高さ調
整装置４２で簡単に調整できる。
しかも、間仕切りユニット２０Ｃ、２０Ｄどうしの連結は、従来のような押縁を使用せず
、既に床３６及び天井２２間に固定した間仕切りユニット２０Ｃに対して間仕切りユニッ
ト２０Ｄを上方に移動させることで、第２凹部５６内に係合部５２ｂが入り込み、係合部
５２ｂが傾斜部５６ｂ、５６ｃの内面に係合することにより間仕切りユニット２０Ｃ、２
０Ｄの側端面どうしを連結できる。
【００３９】
このように、床３６及び天井２２間への可動間仕切りユニット２０Ａ～２０Ｄの配置、ま
たこれらユニットどうしの連結を簡単にかつ安全に行うことができるので、素人であって
も可動間仕切りの配置替えを簡単に行うことができる。
また、天井２２や床３６がクリープ変形しても、間仕切りユニット２０Ａ～２０Ｄには過
大な力が入力せず、しかも、高さ調整装置４２やユニット連結部材５２の係合部５２ｂの
突出量Ｔ1 を変化させることで、隣接する可動間仕切りユニットどうしのガタツキを簡単
に防止することができる。
【００４０】
また、今回の可動間仕切りの配置に使用しない天井２２に設けたナット部材２８や床３６
に設けたナット部材３８には、キャップ部材を装着しているので、それらを目立ちにくく
することができる。
次に、図１５から図１７は、間仕切りユニット２０及び天井２２の取り付け構造の第２実
施形態を示す図である。なお、図１及び図２で示した第１実施形態と同一構成部分には、
同一符号を付してその説明を省略する。
【００４１】
本実施形態では、天井板２４及び天井下地材２６まで貫通したナット部材２８に、第１実
施形態と異なる構造のくさび部材６０が装着されている。
このくさび部材６０は、図１７にも示すように、ナット部材２８の雌ねじ部に螺合する雄
ねじ部６０ａと、雄ねじ部６０ａの基端部に一体形成した鍔部６０ｂと、この鍔部６０ｂ
に固着している矩形板状の支持部６０ｃと、略Ｖ字形状に折曲した板状のバネ部材であり
、Ｖ字の底部内面に支持部６０ｃの下端部が固着し、支持部６０ｂの側面から徐々に開い
ている振れ止め部材６０ｄとで構成されている。そして、振れ止め部材６０ｄの最大の開
き寸法Ｗ3 は、仕切りユニット２０の天端２０ａに形成した長溝３２の短尺方向の開口寸
法Ｍ2 より大きな寸法に設定されている（Ｍ2 ＜Ｗ3 ）。なお、このくさび部材６０をナ
ット部材２８に装着する際には、予め、雄ねじ部６０ａにワッシャ６１を装着しておく。
【００４２】
ここで、くさび部材６０及び長溝３２が、本発明の天井固定部に相当している。
上記構成のくさび部材６０を使用して間仕切りユニット２０を天井２２に固定する場合に
は、間仕切りユニット２０の長溝３２内に、天井２２から下方に突出しているくさび部材
６０の下端を挿入していく。そして、天井２２と天端２０ａとの距離が小さくなるように
間仕切りユニット２０を上昇させると、振れ止め部材６０ｄが内側に弾性変形しながら長
溝３２内に入り込み、間仕切りユニット２０の天井板２４に対する振れ止めが行われる。
そして、この際、天端２０ａと天井板２４との間で弾性部材３４も押し潰されるので、天
井２２と間仕切りユニット２０との間の隙間も閉塞される。
【００４３】
このように、本実施形態も、間仕切りユニット２０の天端２０ａに設けた長溝３２に、天
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井２２に配設したくさび部材６０の振れ止め部材６０ｄを挿入し、振れ止め部材６０ｄの
弾性変形しながら長溝３２内に入り込むくさび作用で天井２２に固定しており、従来のよ
うな突っ張り固定方式の可動間仕切りを採用していないので、補強下地等で天井板２４を
補強する必要がない。
【００４４】
次に、図１８及び図１９は、間仕切りユニット２０及び天井２２の取り付け構造の第３実
施形態を示す図である。なお、本実施形態も、第１実施形態と同一構成部分には同一符号
を付してその説明を省略する。
本実施形態は、天井材２４に設けた開口部に、下方に開口するチャネル部材６２を配置し
、このチャネル部材６２を天井材２４の裏側に配置した天井下地材２６で支持している。
【００４５】
チャネル部材６２内には、開口部６２ａを塞ぐことが可能で、破線で示すように傾斜して
も開口部６２ａから落下しない閉塞板６４が配設されている。
また、間仕切りユニット２０には、長手方向に連続する上端凸部６６が形成されており、
この凸部６６に、振れ止め部材６８が固定されている。
振れ止め部材６８は、略Ｖ字形状に折曲した板状のバネ部材であり、逆Ｖ字状に配置して
その上部の内面に上端凸部６６の上部に固着し、上端凸部６６の側面から徐々に開いた形
状となっている。
【００４６】
ここで、チャネル部材６２及び振れ止め部材６８が、本発明の天井固定部に相当している
。
上記構成により間仕切りユニット２０を天井２２に固定する場合には、天井２２に設けた
チャネル部材６２の開口部６２ａに、間仕切りユニット２０の上端凸部６６を挿入してい
く。そして、天井２２と天端２０ａとの距離が小さくなると、上端凸部６６に配設した振
れ止め部材６８が内側に弾性変形しながら開口部６２ａに入り込み、間仕切りユニット２
０の天井板２４に対する振れ止めが行われる。その際、チャネル部材６２内に配置してい
る閉塞板６４は、振れ止め部材６８に押し上げられて上部に移動する。
【００４７】
このように、本実施形態も、天井２２に設けたチャネル部材６２に、間仕切りユニット２
２の上部に配設した振れ止め部材６８を挿入し、振れ止め部材６８の弾性変形しながらチ
ャネル部材６２の開口部６２ａ内に入り込むくさび作用で天井２２に固定しており、従来
のような突っ張り固定方式の可動間仕切りを採用していないので、補強下地等で天井板２
４を補強する必要がない。
【００４８】
また、可動間仕切りの配置に使用しないチャネル部材６２の開口部６２ａは、閉塞板６４
により閉塞されているので、天井２２のチャネル部材６２の位置を目立ちにくくすること
ができる。
次に、図２０及び図２１は、間仕切りユニット２０及び床３６の取り付け構造の第２実施
形態を示すものである。本実施形態も、図３から図６で示した第１実施形態と同一構成部
分には、同一符号を付してその説明を省略する。
【００４９】
本実施形態では、高さ調整装置４２の調整ボルト４２ｂのねじ部に幅木固定部材７０が着
脱自在に装着されており、この幅木固定部材７０に、金属板を内側に取り付けた幅木ラン
ナ４４が着脱自在に連結する構造となっている。
幅木固定部材７０は、図２１に示すように、調整ボルト４２ｂのねじ部外周を挟持する弾
性変形自在な挟持部７０ａと、挟持部７０ａの端部に一体化したマグネット部７０ｂとで
構成されている。
【００５０】
そして、高さ調整装置４２により間仕切りユニット２０の高さを調整し、調整ボルト４２
ｂのねじ部外周を挟持部７０ａで挟持し、マグネット部７０ｂを第２の幅木ランナ４４を
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配置すべき方向に向けて幅木固定部材７０を配置した後、マグネット部７０ｂの磁力で第
２の幅木ランナ４４を幅木固定部材７０に吸着するだけで、第２の幅木ランナ４４を間仕
切りユニット２０の下端部に簡単に配置することができる。
【００５１】
次に、図２２及び図２３は、間仕切りユニット２０及び床３６の取り付け構造の第３実施
形態を示すものである。本実施形態も、図３から図６で示した第１実施形態と同一構成部
分には、同一符号を付してその説明を省略する。
本実施形態では、可動間仕切りを配置すべき床３６上に、複数の床取り付け部材７１が所
定間隔をあけて固定されている。
【００５２】
各床取り付け部材７１は、固定ボルト７２をナット部材３８にねじ込むことにより床３６
に固定されているブロック本体７４と、ブロック本体７４の上部に配設した高さ調整装置
７６と、ブロック本体７４の両側面に一体化したマグネット部７８、８０とを備えている
。
高さ調整装置７６は、ブロック本体７４の上部に埋設されている調整ナット７６ａと、こ
の調整ナット７６ａにねじ部が螺合し、ボルト頭部が調整ナット７６ａの上方に位置して
いる調整ボルト７６ｂと、高さ調整棒７６ｃが挿入可能となるように調整ボルト７６ｂの
ねじ部に形成した貫通孔７６ｄとで構成されている。
【００５３】
また、間仕切りユニット２０の下端面には、長手方向に連続する凹部８２が形成されてお
り、この凹部８２内に、高さ調整装置７６の調整ボルト７６ｂのボルト頭部を挿入する。
そして、貫通孔７６ｄに挿入した高さ調整棒７６ｃを回転させると、調整ボルト７６ｂの
回転によりボルト頭部が上下方向に移動して間仕切りユニット２０を所定か高さまで移動
する。
【００５４】
そして、間仕切りユニット２０の高さ調整が完了して高さ調整棒７６ｃを取り外した後に
、ブロック本体７４の両側面に設けたマグネット部７８、８０の磁力で、内側に金属板を
取り付けた第１の幅木８４、第２の幅木８６をブロック本体７４に吸着する。これにより
、間仕切りユニット２０の下端部を覆うように第１及び第２の幅木８４、８６が配置され
る。
【００５５】
上記構成によると、可動間仕切りを配置すべき床３６上に、小型で軽量な床取り付け部材
７１を複数配置すればよいので、可動間仕切りを配置替えするときの作業性が向上すると
ともに、床取り付け部材７１を使用しないときに広い収納スペースを設けなくて済む。
なお、本実施形態では、高さ調整装置７６の調整ボルト７６ｂを回転させる手段として、
ねじ部に形成した貫通孔７６ｄに高さ調整棒７６ｃを挿入するようにしたが、他の手段と
して、調整ボルト７６ｂのねじ部の一部に互いに平行な一対の平面を形成し、これら平面
にスパナを係合して回転するようにしてもよい。
【００５６】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明によると、従来のような突っ張り固定方式の可動間仕切り
を採用していないので、補強下地等で天井板を補強する必要がなくなる。また、本発明に
よると、くさび作用により天井に対する間仕切りユニットの振れ止めが行われて固定され
るので、天井や床がクリープ変形しても、間仕切りユニットには過大な力が入力しない。
【００５７】
また、請求項２、３の発明によると、間仕切りユニットの高さは、床固定部に配設したユ
ニット高さ調整部で簡単に調整できる。したがって、可動間仕切りユニットの立ち上げを
簡単にかつ安全に行うことができるので、素人であっても可動間仕切りの配置替えを行う
ことができる。
また、請求項４、５の発明によると、くさび作用により天井に対する間仕切りユニットの
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振れ止めが行われて固定されるので、天井や床がクリープ変形しても、間仕切りユニット
には過大な力が入力しない。
【００５８】
さらに、請求項６の発明によると、従来のような押縁を使用せず、既に床及び天井間に固
定した間仕切りユニットに対して別の間仕切りユニットを上方に移動させるだけで、簡単
に隣接配置した間仕切りユニットどうしを連結することができる。しかも、係合部の突出
量を変化させることで、隣接する可動間仕切りユニットどうしのガタツキを簡単に防止す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１実施形態の間仕切りユニット及び天井の取り付け構造を示す図である。
【図２】図１のII－II線矢視図である。
【図３】第１実施形態の間仕切りユニット及び床の取り付け構造を示す図である。
【図４】図３において第１の幅木ランナに沿って第２の幅木ランナを配置した状態を示す
図である。
【図５】第１及び第２の幅木ランナの外観を示す図である。
【図６】第２の幅木ランナを装着する方法を示す図である。
【図７】隣接配置した間仕切りユニットどうしの一方の隣接パネル固定手段の構造を示す
図である。
【図８】図７のVIII－VIII線矢視図である。
【図９】隣接配置した間仕切りユニットどうしの他方の隣接パネル固定手段の構造を示す
図である。
【図１０】図９のX －X 線矢視図である。
【図１１】図１０のXI－XI線矢視図である。
【図１２】隣接パネル固定手段による間仕切りユニットどうしの連結状態を示す図である
。
【図１３】間仕切りユニットによる可動間仕切りの配置手順を平面で示した図である。
【図１４】間仕切りユニットによる可動間仕切りの配置手順を側面で示した図である。
【図１５】第２実施形態の間仕切りユニット及び天井の取り付け構造を示す図である。
【図１６】図１５のＥ－Ｅ線矢視図である。
【図１７】第２実施形態の間仕切りユニット及び天井の取り付け構造で使用するくさび部
材を示す斜視図である。
【図１８】第３実施形態の間仕切りユニット及び天井の取り付け構造を示す図である。
【図１９】第３実施形態の間仕切りユニット及び天井の取り付け構造において天井に間仕
切りユニットがくさび作用で係合している状態を示す図である。
【図２０】第２実施形態の間仕切りユニット及び床の取り付け構造を示す図である。
【図２１】第２実施形態の間仕切りユニット及び床の取り付け構造で使用する幅木固定部
材を示す斜視図である。
【図２２】第３実施形態の間仕切りユニット及び床の取り付け構造を示す図である。
【図２３】図２２のＦ－Ｆ線矢視図である。
【図２４】従来の突っ張り固定方式の可動間仕切りを示す図である。
【図２５】従来の隣接配置した間仕切りユニットどうしの連結構造を示す図である。
【符号の説明】
２０　間仕切りユニット
２２　天井
２４　天井板
２８　ナット部材
３０、６０　くさび部材
３２　長溝
３４　弾性部材
３６　床



(12) JP 4167366 B2 2008.10.15

10

20

３８　キャップ部材
４０　第１の幅木ランナ
４０ｂ　凹条
４２、７６　高さ調整装置
４４　第２の幅木ランナ
４６　ピン
５２　ユニット連結部
５２ａ　雄ねじ部（軸）
５２ｂ　係合部
５４　第１凹部
５６　第２凹部
５６ｂ、５６ｃ　傾斜部
６０ｄ　振れ止め部材
６２　チャネル部材
６６　上端凸部
６８　振れ止め部材
７０　幅木固定部材
７０ａ　挟持部
７０ｂ　マグネット部
７１　床取り付け部材
７４　ブロック本体（ブロック体）

【図１】 【図２】

【図３】
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